
金
滞
古
都
志
港

廿
五

の
友
に
お
子
楽
堂
あ
り
と
服
せ
た

p
。
と
い
へ

p
。
叉
或
俳
住
民
、

一
と
せ
芭
恕
翁
北
国
民
下
り
し
時
、
生
駒
氏
問
子
陀
伺
の
事
を
尋
ね

ら
れ
し
。
時
子
答
花
、
あ
ま
た
あ
れ
ど
も
せ
め
て
此
伺
と
モ
と
て
、

蕊

が

く

れ

に

浮

世

を

の

ぞ
く

蛙

改

と
い
ふ
伺
を
出
せ
り
。
芭
知
山
商
白
し
。
今
少
し
と
難
じ
け

p
。
路
子
、

翁
の
道
す
が
ら
の
何
を
勾
ね
し
に
、

道
の
訟
の
む
く
げ
は
馬
陀
喰
は
れ
け
り

俳
枇聞
は
か
ゃ
う
陀
有
皮
き
も
の
か
と
巾
さ
れ
け
れ
ば
、
高
子
備
は
最

初
の
伺
も
か
や
う
に
て
は
と
.

あ
ち
ら
む
き
と
ち
ら
む
古
け
り
蛇
哉

と
云
ひ
け
れ
ば
‘
翁
裕
美
あ
り
し
と
也
。
と
い

へ
り
。

叉
風
俗
文
選
民
高
子
の
変
梅
銑
を
抑
制
す
。
左
の
如
し
。

周
原
楚
僻
児
わ
す
れ
‘
押M
家
宰
府
に
招
く
。
西
の
封
の
h
M

ぼ
ろ
夜
陀

我
が
身
ひ
と
つ
を
か
と
ち
、
孤
山
の
た
モ
が
れ
K
疎
影
桜
割
問

E
う
つ

す。

山
路
の
朝
日
の
ど
や
か
に
さ
し
出
で
た
る
折
か
け
垣
の
匂
ひ
.

殊
に
務
め
宮
、
谷
の
尿
う
ら
h

か
に
打
m
臨
み
‘
竹
の
嵐
枯
葉
が
ち
た

る
に
初
音
ほ
と
る
び
、
下
月
江
南
の
天
策
、
酔
客
馬
陀
ね
て
酒
家
の

村
主
出
で
、
師
走
の
各
筒
た
る
越
路
の
容
の
中
広
、
叩
制
数
寄
の
扶
陀

金
部
古
開
叫
志
怨

甘
五

匂
ひ
を
と
ピ
む
。
週
間
が
折
答
虫
后
の
州
叩
数
珠

十
民
間
山
の
粒
脊

木
染
屋
の
汁
、
と
れ
皆
か
れ
が
風
姿
風
情
の
わ
づ
か
の
端
な
る
べ

し
。
彼
の
訟
に
い
へ
る
は
、
牡
丹
は
花
の
古
賀
な
る
物
な
り
。
刻
は

花
の
際
謹
た
る
も
の
な
り
と
。
是
モ
の
か
た
ち
に
よ
り
共
愛
す
る
人

陀
よ
れ
り
。
惑
は
花
の
君
子
な
る
も
の
な
り
と
。
凡
ん
は
共
盟
加
に
よ

れ
り
。
我
は
モ
の
理
屈
を
と
ら
宇
。
絡
は
花
の
風
雅
を
好
む
も
の
な

り
。
我
は
共
風
殺
を
好
む
も
の
を
援
す
る
も
の
な
り
。

右
俳
文
の
何
時

E
も
て

、
高
子
が
博
織
な
る
匹
知
る
べ
し
。
此
の
外

市
内
子
が
詠
出
せ
る
殻
何
ど
も
は
彼
是
あ
れ
ど
、
今
朝
正
に
同
町
す
。

O
前
回
三
左
衛
門
醤
下
部

延
質
金
海
聞
に
如
ν
左
記
服
せ
り
。

十
二
冊
定
住
管
制
耐
品目
所
部

前
回
三
左
衛
門
殿
下
屋
敷
泉
水
築
山
有
ν
之
所
、
井
二
姶
四

五
間
四

方
之
屋
敷
・
右
ニ
ク
所
被
v
下
ν
之
候
僚
被
ι
相
波
一
共
外
は
よ
り
候
問
、

諮
取
可
ν
被
v
申
候
。
恐
怯
謹
言
。

ii白
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亥
十
二
月
十
一
日

悶

司E

回

玄

事手

*-t 

図

申書

央

問
問
十
右
衛
門
陵

品
仲
間
次
郎
左
術
門
殿

中t

普
右
衛

門
殴

按
・干
る
に
、
右
は
問
治
二
年
己
一亥一
な
る
べ
し
。
糸
水

築
山
有
ν
之
下

屋
敷
と
い
ふ
は
、剛
山
ち
三
枇
ど
ん
ど
橋
の
傍
な
る
地
陀
て
、
此
の
下

邸
は
此
の
時
脇
は
り
た
る
な
る
べ
し
。
さ
て
今
一
ク
所
の
下
邸
は
、

何
れ
の
地
な
ら
ん
か
。
宮
眼
口
の
今
限
ク
井
町
と
栴
す
る
下
邸
は
‘

延
貨
の
後
三
制
下
邸
等
の
地
用
地
と
成
り
、
雨
所
を
合
併
し
て
賜
は

り
た
る
も
の
也
と
い

へ
り
。
今
前
回
氏
の
体
設
花
、
最
前
の
下
邸
は
、

長
下
邸
の
隣
地
な
る
中
川
下
邸
の
地
友
り
し
を
.
後
宮
腹
口
へ
移
締

す
と
い
ふ
。
此
は
三
一
枇
よ
り
移
仰
せ
し
を
過
聞
し
た
る
な
る
べ
し
。

ni2五延 O
す尺 資 生
。八金駒
元 寸 源 内
総 ・ 1~1 膳
六南 l亡 邸
年側 、跡
の JL生
士十 勝l
悦二 門
ie r.n n耳
、 四 上
生尺 屋
~-IJ 五側
内司 下
gg. 屋
三 北 <<;0

E52手
つ長十 J 

na品五前
近'関口
所五四
と尺 -1
あ と五
り育ilIl日

て
、
世
L
R
E
L
に
居
住
せ
し
か
ど
‘

酸
務
以
後
退
去
せ
り
。
今
下
邸

共
に
口同地
と
す
。

O
生
駒
内
膳
直
勝
侮

七




